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ま
た
、
10
月
８
日
の

同
復
興
部
会
内
に
お
い

て
、
検
討
優
先
事
項
と

し
て
挙
げ
て
い
た
野
蒜

海
岸
の
課
題
に
つ
い
て

も
議
論
を
行
っ
た
。
今

回
部
会
で
提
示
さ
れ
た

課
題
は
、
①
海
岸
へ
の

乗
り
入
れ
口
に
つ
い
て

②
緊
急
時
避
難
場
所
に

つ
い
て
③
野
蒜
海
岸
の

新
し
い
使
用
方
法
の
可

能
性
に
つ
い
て
。
以
上

の
３
点
で
あ
る
。
野
蒜

海
岸
は
野
蒜
地
区
に

と
っ
て
大
切
な
観
光
資

源
で
あ
る
。
現
段
階
で

は
海
水
浴
場
と
し
て
開

放
で
き
る
日
は
ま
だ
未

定
で
は
あ
る
も
の
の
、

い
つ
で
も
観
光
地
と
し

て
再
開
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
準
備
は

必
要
で
あ
る
。 

本
部
会
の
最
後
に
、

復
興
部
会
は
今
後
も
野

蒜
海
岸
の
課
題
を
検
討

す
る
と
共
に
、
地
元
の

住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
他

地
域
の
住
民
に
も
親
し

み
、
愛
情
を
持
っ
て
も

ら
え
る
「
ふ
る
さ
と
」

づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
と
締
め
括
っ
た
。 

 

野蒜復興新聞 

第 5 回復興部会 開催 
 10 月 8 日に開催された 26 年度第 5 回復興
部会において、前回までに議論されてきたＪ
Ｒ仙石線の開通に伴う課題について、さらに
洗い出しを行い、まとめたものを要望書とし

て 10 月 17 日に開催された野蒜まちづくり協
議会役員会への提出を行った。また、前回ま
でに議論ができなかった野蒜海岸に関する課
題についての議論も併せて行った。 

野
蒜
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

要
望
書
提
出
へ 

10

月
８
日
に
開
催
さ

れ
た
平
成
26
年
第
５
回

復
興
部
会
に
お
い
て
、
前

回
ま
で
に
議
論
さ
れ
て
き

た
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
に
伴
う
課

題
を
精
査
し
た
上
で
、
要

望
書
を
作
成
し
た
。
そ
し

て
、
10
月
17
日
に
開
催

さ
れ
た
第
７
回
野
蒜
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
役
員
会
の

場
で
要
望
書
と
し
て
東
松

島
市
に
提
出
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
役
員
会
の
承
認

を
正
式
に
得
た
。
今
後
、

野
蒜
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

は
、
提
出
さ
れ
た
要
望
書

を
基
に
、
さ
ら
に
要
望
内

容
を
膨
ら
ま
せ
、
再
度
役

員
会
を
通
し
た
上
で
東
松

島
市
に
提
出
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
現
在
の
要
望
内

容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

要
望
内
容(

案)
 

①
安
全
対
策
、
防
犯
対

策
、
新
駅
ま
で
の
取
り
付

け
道
路
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

等
の
工
事
ル
ー
ト
や
工
事

期
間
の
明
確
化 

②
新
東
名
駅
に
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
の
設
置 

③
高
台
造
成
に
伴
う
土
壌

流
出
等
雨
水
対
策
の
明
確

化 

10
月
８
日
の
平
成
26
年
第
５
回
復
興
部
会
の
様
子 



 

９
月
28
日
に
開
催
さ
れ

た
平
成
26
年
第
４
回
高
台

移
転
部
会
に
お
い
て
、
低

層
住
宅
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
ル
ー
ル(

案)

に
つ
い
て

基
本
的
な
考
え
方
を
示
す

と
共
に
、
今
後
の
進
め
方

の
確
認
を
行
っ
た
。
ま

た
、
確
定
画
地
の
変
更
に

係
る
方
針
に
つ
い
て
議
論

を
行
っ
た
。
主
に
議
論
さ

れ
た
一
つ
が
、
商
業
系
特

定
街
区
の
ま
ち
づ
く
り

ル
ー
ル
に
つ
い
て
で
あ

る
。
商
業
系
特
定
街
区
と

は
、
作
あ 

し
、
有
識
者
と
の
意

見
交
換
も
行
わ
れ

た
。
東
北
学
院
大
学

教
養
学
部
教
授
、
松

本
秀
明(

ま
つ
も
と

ひ
で
あ
き)

氏
は
、

会
の
中
で
「
高
台
へ

移
転
し
て
も
、
高
台

と
元
地
を
切
り
離
し

て
ほ
し
く
な
い
。
」

と
語
り
、
地
域
全
体

で
こ
れ
か
ら
の
復

興
、
そ
し
て
発
展
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
と

締
め
括
っ
た
。
参
加

し
た
住
民
は
、
初
め

て
知
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
野
蒜
・
宮
戸
地

区
の
素
晴
ら
し
さ
を

改
め
て
知
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
の

復
興
へ
の
想
い
を

語
っ
た
。 

９
月
28
日
に
「
野

蒜
の
た
か
ら
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
と
題
し
て
、

各
界
か
ら
有
識
者

を
招
き
、
地
域
の

将
来
を
考
え
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
開
催
さ

れ

た

。

本

会

で

は
、
野
蒜
の
成
り

立
ち
や
、
観
光
の

歴
史
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
美
し

い
景
観
と
歴
史
・

文

化

を

地

域

の

「
た
か
ら
」
と
し

て
復
興
ま
ち
づ
く

り
に
ど
の
よ
う
に

活
か
し
て
い
く
か

が

話

し

合

わ

れ

た
。
会
場
に
は
多

く
の
住
民
が
来
場

野
蒜
の
「
た
か
ら
」
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
開
催 

野蒜北部丘陵振興協議会 商業系特定街区を検討 

野蒜ってこうい
う歴史があっ
たんだね～。 

は
、
作
業
場
を
併
設
す
る

事
業
所
や
百
坪
を
超
え
る

事
業
用
地
の
希
望
者
を
集

約
し
た
地
区
で
あ
る
。
基

本
的
に
戸
建
住
宅
と
同
様

の
ル
ー
ル
と
す
る
方
針
で

あ
る
が
、
事
業
者
が
事
業

し
易
い
形
に
し
た
い
と
い

う
意
見
も
出
て
い
る
。
現

在
ま
で
に
、
生
活
サ
ー
ビ

ス
系
以
外
の
用
途
の
立
地

意
向
が
多
い
た
め
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
、
住

民
生
活
に
根
付
い
た
店
舗

の
誘
致
が
期
待
さ
れ
る
。 

野
蒜
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー(

Ｎ-

ま
っ
ぷ) 

１
階
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ 

 

野
蒜
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー(

Ｎ
‐
ま
っ
ぷ)

の

１
階
の
展
示
ス
ペ
ー
ス

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
。
東
松
島
市
と
同
市

図
書
館
の
協
力
で
、
こ

れ
ま
で
展
示
し
て
い
た

震
災
当
時
の
写
真
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
Ａ
１

版
の
パ
ネ
ル
が
展
示
さ

れ 

こ
れ
ま
で
の
「
第
一
号
〜
二
十
四
号
野
蒜
復

興
新
聞
」
は
野
蒜
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、

野
蒜
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
も
設
置
し
て
お
り
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

『野蒜まちづくり協
議会』で検索、 
ダウンロード可能 

れ
た
。
ま
た
、
同
ス

ペ
ー
ス
に
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

(

ア
イ
パ
ッ
ド)

も
二

台
設
置
さ
れ
、
展
示

さ
れ
て
い
る
以
外
の

写
真
や
、
動
画
等
も

自
由
に
閲
覧
で
き

る
。
こ
れ
ま
で
通
り

誰
で
も
自
由
に
入
場

し
、
閲
覧
で
き
る
。

当
時
の
記
録
を
後
世

に
残
す
た
め
の
施

策
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
み
て

ほ
し
い
。 

9月 28日の平成 26年第 4回高台移転部会の様子 

野蒜まちづくり協議会 
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